
・活動後の消火の仕方や片付け方を聞く。

・必要に応じてリハーサルをする。

・各団体の人数によって、活動する営火場が決まります。

キャンプファイア
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・薪及び柴木を組んでしまってからの返品はできませんので、十分注意してください。

・参加者の創意工夫と協力により、ねらいに沿った活動をする。

・炎でやけどをしないように、引率者は十分注意を払う。

・２０：３０までに消火も含め、活動終了。

・夜間の活動に関しては所員はつきませんので、各団体の創意のもとでお願いします。

・完全に消火するまで放水する。

・所から借りた物品を返却する。

・翌朝、燃え残った薪や柴木を所定の場所に片付ける。

□懐中電灯（移動用）　　□軍手　

□虫除けスプレー（必要に応じて）

・有意義な活動になるように、チャンツ等の準備の時間を十分にとる。

・所員の説明のもと、各団体で薪組をする。

・明るいうちに薪、柴木を活動する営火場へ運ぶ。
（スコップ、灯油、トーチも一緒に運んでおいてもよい）

活動の手順

備　考

４～１０月

小学校中学年以上

１～２時間

第１～第４営火場

衣装セット、ラジカセ、マイク、トーチ

ポータブルバッテリー、スコップ、灯油

着火ライター

人　数 最大３００名

事
前
活
動

活
動
の
実
際

事
後

自然の家で貸し出す物 団体・個人で準備する物

準備物

所要時間

活動場所

時　期

対　象

・広大な自然の懐の中で清純な心を育てます。

・進んで協力する精神と友情を育てます。

・火に感謝する心や火を大切に取り扱う態度を育てます。

会津の大自然の中で、おごそかに聖なる火を迎え燃え上がる炎のもとで、友
情を深める活動です。


